
別
表
第
三
成
田
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

羽

田

大

田

区

東
京
都
大
田
区
の
う
ち
東
京
国
際
空
港

別
表
第
九
平
戸
の
項
管
轄
区
域
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平
戸
市

松
浦
市

北
松
浦
郡
（
佐
世
保
税
務
署
管
内
の
地
域
を
除
く
。）

第
二
条
第
一
項

第
三
十
四
条
第
一
項

附
則
第
十
三
条
の
二

第
三
十
五
条
第
一
項

附
則
第
十
三
条
の
三

第
十
七
条

第
二
条
及
び

附
則
第
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
二
条
及
び

第
二
条
第
一
項

附
則
第
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
二
条
第
一
項

第
三
十
四
条
第
一
項

附
則
第
十
三
条
の
二

第
三
十
五
条
第
一
項

附
則
第
十
三
条
の
三

平成™™年�月š—日 水曜日 (号外第˜š�号)官 報

第
四
百
八
十
六
条
第
一
項
中
「
二
百
八
十
六
人
」
を
「
二
百
五
十
二
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

２

国
税
調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
第
四
百
七
十
三
条
第
二
項
各
号
、
第
四
百
七
十
五
条
第
二
項
各
号
及
び
第
四
百

八
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
す
る
。

第
四
百
九
十
七
条
第
一
項
中
「
四
百
四
人
」
を
「
三
百
八
十
九
人
」
に
改
め
る
。

第
四
百
九
十
八
条
第
一
項
中
「
八
百
九
十
七
人
」
を
「
九
百
三
十
四
人
」
に
改
め
る
。

第
五
百
十
七
条
第
一
項
中
「
二
千
四
百
九
十
一
人
」
を
「
二
千
五
百
二
十
三
人
」
に
改
め
る
。

第
五
百
十
八
条
第
一
項
中
「
千
四
百
九
十
三
人
」
を
「
千
五
百
四
十
人
」
に
改
め
る
。

第
五
百
四
十
条
第
一
項
中
「
五
十
八
人
」
を
「
五
十
九
人
」
に
改
め
る
。

第
五
百
四
十
七
条
第
五
項
中
「
百
二
十
四
人
」
を
「
百
二
十
三
人
」
に
、「
三
百
十
三
人
」
を「
三
百
十
九
人
」に
、「
千

三
百
五
十
三
人
」
を
「
千
三
百
七
十
人
」
に
改
め
る
。

第
五
百
五
十
五
条
第
一
項
中
「
八
千
二
十
四
人
」
を
「
七
千
九
百
九
十
五
人
」
に
改
め
る
。

第
五
百
五
十
六
条
第
一
項
中
「
一
万
九
千
六
百
三
十
八
人
」
を
「
一
万
九
千
四
百
八
十
八
人
」
に
改
め
る
。

第
五
百
六
十
九
条
第
一
項
中
「
百
二
人
」
を
「
百
一
人
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
百
十
条
、
第
四
百
二
十
八
条
、
第
四

百
六
十
七
条
、
第
四
百
六
十
八
条
の
二
、
第
四
百
七
十
二
条
、
第
四
百
七
十
七
条
の
二
、
第
四
百
八
十
二
条
、
第
四

百
八
十
五
条
、
第
四
百
八
十
六
条
、
第
四
百
九
十
七
条
、
第
四
百
九
十
八
条
、
第
五
百
十
七
条
、
第
五
百
十
八
条
、

第
五
百
四
十
条
、
第
五
百
四
十
七
条
、
第
五
百
五
十
五
条
、
第
五
百
五
十
六
条
及
び
第
五
百
六
十
九
条
の
改
正
規
定

は
同
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
財
務
省
組
織
規
則
別
表
第
九
旭
川
東
の
項
の
規
定
は
、平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
六
日
か
ら
適
用
す
る
。

別
表
第
四
東
京
税
関
晴
海
出
張
所
の
項
及
び
東
京
税
関
羽
田
出
張
所
の
項
を
削
る
。

別
表
第
九
旭
川
東
の
項
中
「
、
永
山
町
」
を
削
り
、「
永
山
各
条
丁
目
」
の
下
に
「
、
永
山
北
各
条
丁
目
」
を
加
え
、

同
表
佐
世
保
の
項
中「（
平
戸
税
務
署
管
内
の
地
域
を
除
く
。）」
を
削
る
。

〇
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省

令
第
一
号

工
場
立
地
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）第
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

工
場
立
地
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

原
口

一
博

工
場
立
地
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

工
場
立
地
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
大

蔵

省
、
厚

生

省
、

農

林

省
、
通
商
産
業
省
、

運

輸

省

令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「（
以
下
「
製
造
工
程
等
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、「
装
置
」
の
下
に「（
次
号
に
お
い
て
「
製
造
工

程
等
形
成
施
設
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
製
造
工
程
等
を
形
成
す
る
機
械
又
は
装
置
」
を
「
製
造
工

程
等
形
成
施
設
」
に
改
め
、「
も
の
」
の
下
に
「（
製
造
工
程
等
形
成
施
設
の
主
要
な
部
分
に
係
る
附
帯
施
設
で
あ
つ
て

周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
が
特
に
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加

え
る
。

第
四
条
中
「
施
設
の
用
に
供
す
る
区
画
さ
れ
た
土
地
（
緑
地
と
重
複
す
る
部
分
を
除
く
。）で
」
を
「
土
地
又
は
施
設

で
あ
つ
て
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

次
に
掲
げ
る
施
設
の
用
に
供
す
る
区
画
さ
れ
た
土
地
（
緑
地
と
重
複
す
る
部
分
を
除
く
。）

イ

噴
水
、
水
流
、
池
そ
の
他
の
修
景
施
設

ロ

屋
外
運
動
場

ハ

広
場

ニ

屋
内
運
動
施
設

ホ

教
養
文
化
施
設

ヘ

雨
水
浸
透
施
設

ト

太
陽
光
発
電
施
設
（
第
二
条
に
規
定
す
る
生
産
施
設
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）

チ

イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
施
設
の
ほ
か
、
工
場
又
は
事
業
場
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
に
寄
与
す

る
こ
と
が
特
に
認
め
ら
れ
る
も
の

二

太
陽
光
発
電
施
設
の
う
ち
建
築
物
等
施
設
の
屋
上
そ
の
他
の
屋
外
に
設
置
さ
れ
る
も
の
（
緑
地
又
は
前
号
に
規

定
す
る
土
地
と
重
複
す
る
も
の
を
除
く
。）

第
九
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

特
定
工
場
に
係
る
緑
地
の
削
減
に
よ
る
そ
の
面
積
の
変
更
で
あ
つ
て
、
当
該
削
減
に
よ
つ
て
減
少
す
る
面
積
の

合
計
が
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
（
保
安
上
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
速
や
か
に
行
う
必
要
が
あ

る
場
合
に
限
る
。）

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
八
十
五
号

医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
運
営
を
図
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法

律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第

八
十
号
）
第
百
六
十
六
条
並
び
に
附
則
第
十
三
条
の
四
、
第
十
三
条
の
五
、
第
十
四
条
の
三
及
び
第
十
四
条
の
四
の
規

定
に
基
づ
き
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
保
険
者
の
前
期
高
齢
者
交
付
金
等
の
額
の
算
定
等
に
関

す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
保
険
者
の
前
期
高
齢
者
交
付
金
等
の
額
の
算
定
等
に
関
す
る
省

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
保
険
者
の
前
期
高
齢
者
交
付
金
等
の
額
の
算
定
等
に
関
す
る
省
令

（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
の
二
を
附
則
第
五
条
の
四
と
し
、
附
則
第
五
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
各
年
度
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
前
期
高
齢
者
交
付
調

整
金
額
等
の
算
定
の
特
例
）

第
五
条
の
二

平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
い
て
、
被
用
者
保
険
等
保
険
者
（
法
附

則
第
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
つ
い
て
、
第
二
条
、
第
十
七
条
及

び
第
三
十
六
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
う
ち
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
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